
2013年7月実施

１．講義内容について
(1)難易度について (2)大学院講義としての適切性について

【項目】 【項目】
Ａ 非常に難しい Ａ 適切である
Ｂ 難しい Ｂ やや適切である
Ｃ 普通 Ｃ やや適切ではない
Ｄ やや易しい Ｄ 適切ではない
Ｅ 易しい Ｅ 該当なし
Ｆ 該当なし

票数 % 票数 %
Ａ 0 0.0 Ａ 5 45.5
Ｂ 6 54.5 Ｂ 6 54.5
Ｃ 5 45.5 Ｃ 0 0.0
Ｄ 0 0.0 Ｄ 0 0.0
Ｅ 0 0.0 Ｅ 0 0.0
Ｆ 0 0.0 計 11 100.0

計 11 100.0

(3)教員の準備について (4)理解度について

【項目】 【項目】
Ａ よく準備されていた Ａ 理解できた
Ｂ どちらかというと準備されていた Ｂ やや理解できた
Ｃ あまり準備されていなかった Ｃ やや理解できなかった
Ｄ 準備されていなかった Ｄ 理解できなかった
Ｅ 該当なし Ｅ 該当なし

票数 % 票数 %
Ａ 7 63.6 Ａ 0 0.0
Ｂ 4 36.4 Ｂ 11 100.0
Ｃ 0 0.0 Ｃ 0 0.0
Ｄ 0 0.0 Ｄ 0 0.0
Ｅ 0 0.0 Ｅ 0 0.0
計 11 100.0 計 11 100.0

２．担当教員ついて
(1)教え方について (2)教え方で良かった点(具体的な内容)

・内容が非常に興味深かった
【項目】 ・プリントだけでなく、板書で説明
Ａ 非常にわかりやすい ・視覚的にスライドなどを用いての説明
Ｂ わかりやすい ・スライドを資料として配付→復習に役立った
Ｃ 普通 ・理解度に合わせて解説
Ｄ わかりにくい ・実際に使用されている治療薬の作用機序の講義
Ｅ 非常にわかりにくい
Ｆ 該当なし

票数 %
Ａ 0 0.0
Ｂ 5 45.5 (3)教え方で悪かった点(具体的な内容)
Ｃ 6 54.5 ・専門的すぎる研究内容の説明
Ｄ 0 0.0
Ｅ 0 0.0
Ｆ 0 0.0
計 11 100.0

３．その他、講義に対する希望やご意見などを記載してください

・最初の講義でも無いのに、シラバス内容を読むだけで30分以上を費やし、その所為で、講義終了時間を遅らせるのは、無意味と思う。
・重要な部分などは分かりやすく強調して時間をとって説明して欲しい。
・苦手な科目ですべてを理解するのが困難であったが、興味を持ちながら受講したので、知識を身につけることが出来ました。

２０１３年度前期大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程講義アンケートの結果とその内容報告
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2013年7月実施

１．講義内容について
(1)難易度について (2)大学院講義としての適切性について

【項目】 【項目】
Ａ 非常に難しい Ａ 適切である
Ｂ 難しい Ｂ やや適切である
Ｃ 普通 Ｃ やや適切ではない
Ｄ やや易しい Ｄ 適切ではない
Ｅ 易しい Ｅ 該当なし
Ｆ 該当なし

票数 % 票数 %
Ａ 1 11.1 Ａ 6 66.7
Ｂ 2 22.2 Ｂ 3 33.3
Ｃ 6 66.7 Ｃ 0 0.0
Ｄ 0 0.0 Ｄ 0 0.0
Ｅ 0 0.0 Ｅ 0 0.0
Ｆ 0 0.0 計 9 100.0

計 9 100.0

(3)教員の準備について (4)理解度について

【項目】 【項目】
Ａ よく準備されていた Ａ 理解できた
Ｂ どちらかというと準備されていた Ｂ やや理解できた
Ｃ あまり準備されていなかった Ｃ やや理解できなかった
Ｄ 準備されていなかった Ｄ 理解できなかった
Ｅ 該当なし Ｅ 該当なし

票数 % 票数 %
Ａ 8 88.9 Ａ 0 0.0
Ｂ 1 11.1 Ｂ 8 88.9
Ｃ 0 0.0 Ｃ 1 11.1
Ｄ 0 0.0 Ｄ 0 0.0
Ｅ 0 0.0 Ｅ 0 0.0
計 9 100.0 計 9 100.0

２．担当教員ついて
(1)教え方について (2)教え方で良かった点(具体的な内容)

・講義後質疑応答が充実していた点
【項目】 ・研究で用いられている技術についての講義
Ａ 非常にわかりやすい ・他の研究内容を知ることで、自分の研究にも技術的に応用できるかなど、考える機会となった
Ｂ わかりやすい
Ｃ 普通
Ｄ わかりにくい
Ｅ 非常にわかりにくい
Ｆ 該当なし

票数 %
Ａ 2 22.2
Ｂ 4 44.4 (3)教え方で悪かった点(具体的な内容)
Ｃ 3 33.3 ・専門的な内容が多く、知らない酵素や実験方法があり、そこについてもう少し詳しく教えて欲
Ｄ 0 0.0
Ｅ 0 0.0
Ｆ 0 0.0
計 9 77.8

３．その他、講義に対する希望やご意見などを記載してください

・テストはあまり役に立たないので、いろんな先生方とディスカッションの場を多くして欲しい
・各先生が1コマの講義が多く、出来れば2～3コマくらいに増やして欲しい
・自分自身の研究テーマとは、まったく異なる研究内容でとても役に立ったが、実験方法や結果をもう少し詳しく説明して欲しい

２０１３年度前期大学院薬学研究科薬学専攻博士課程講義アンケートの結果とその内容報告
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